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『お店で「なんか気になるな」
と思ったお菓子を１つ見つける。』

商品っぽくするってどういう事？

みんなでチェックしよう

AIがまとめた企画内容をみてチェックします。

✅違うところはないか？
✅自分たちらしくないところは？
✅言い換えたい(表現を変えたい)ところは？

★どんなパッケージ？

★どんな国の人？

★どんな味？

★どんなデザイン？

等々、７つのAIからの質問に

答えるため調べていきます！

足りないことを手分
けして、考えよう！

ターゲットを『犬(動物)』

と『外国人』にするという

アイデアが出ていました。

どちらのアイデアでいくか

みんなで決めました。

全員一致で『外国人』に

決まりました✨

2026年2月7日、老舗菓子メーカー・カクダイ製菓株式会社(愛知県名古屋市）と連携した共創型PBL
（Project
Based
Learning）プログラムの第4回が開催されました。
今回はAIを使い、アイデアを企画としてかたちにしていきます。子どもたちが自分で考え、調べ、仲間
同士で意見を交わし、大人の意見も参考にしながら、どんどんブラッシュアップしていきます。

★だれのためのお菓子だと思う？　

★どんな時に食べそう？

★なんで気になったと思う？

(色？名前？形？雰囲気？)



助っ人が参上

みんなが考える

お手伝いをするよ

ここで助っ人を依頼！

『もっと商品っぽくする

ために考えた方がいい

こと』をAIに聞きまし

た。

リモート参加の

メンバーも一緒に

共育に関する情報をお届けします。
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The 4th
lesson

Uni-One

みんなの案を『商品』っぽくしてみよう

前回の振り返り
今日の

ゴールと予定

を確認して・・・

START

自主学習の確認

考えたことをまとめよう

発表に向けて

分からない時は

調べます

手分けして

調べたこと

を発表し合

い、AIを使

ってまとめて

もらいます。

発表の順番や目次

をAIに考えてもらい、

発表の役割分担を

各自イメージしてきて

もらいます。



今回のカクダイ製菓様との共創PBL(問題解決型・主体的)授業は全５回を予定しています。
最終回の第５回では、発表用資料の作成と発表の練習をした後、社長・社員の皆様に向けて子どもたちが最終発
表を行います。これまで、商品を知り、作る過程を学び、働く人の想いを感じ、生み出す事を学んだ子どもたち
が、自分たちで考え、新しい商品を企画しました。そして、最後にこれまでの集大成として、考えてきたことを
伝えます。どうしたら伝わるのかを自分たちで考えることで、伝えることの難しさ、楽しさを学びます。
この5回の授業を通して、子どもたちがどのような成長をみせてくれるかも楽しみです。

★前回出たアイデアを『商品企画』としてまとめる.
★社長にうまく理解してもらうための準備をする.

お子さまの「得意な学び方」を30問でチェック✔
以下のことがわかります。

登録不要!
無料コンテンツです

お子さまの学びをサポートし、親子でのコミュニケーションを促進。お子さまが得意なことをさらに伸ばし、
自己肯定感を高めます。

Next

所在地：愛知県名古屋市千種区桜が丘119－110
代表：室園
幸志（CEO）
事業内容：共育事業・企業支援事業・美容と癒し事業

　
https://uni-one.co.jp
✉
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📞
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Introduction

合同会社　Uni-One お友達登録もお願いします(^^)

最終回は・・・社長・社員の皆様への発表

Today's
goal

第4回目の授業のゴールは上記でした。
次回以降の授業のポイントになる質問を、授業の最後に子どもたちに伝えています。
【自主学習】発表するときの役割分担を考えてみよう
　発表する人とPCを操作する人をわける？みんなで発表する？
　自分はどの役割がやりたい？

合同会社Uni-Oneでは、お子さまの特性を深く理解し、その特性にぴったりの学びを支援・提供することが
できます。

お子さま一人一人の特性に合わせた学びを支援

【目指す効果と特色】

★得意な学び方

★伸ばし方のヒント

★関り方の指針

学びの感覚
タイプ診断にトライ
約3分で
完了

https://uni-one.co.jp/

